
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
、
横
須
賀
軍
港
を
原
子
力
艦
船
の
拠
点
と
し
て
、
作
り
変
え
よ
う
と
し
て

い
る
。
横
須
賀
軍
港
は
い
ま
、
日
々
そ
の
姿
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
私
達
が
八
年
の
歳
月
を
か
け

て
反
対
し
続
け
て
き
た
一
二
号
バ
ー
ス
の
延
長
工
事
は
、
い
ま
振
り
返
れ
ば
、
そ
の
出
発
点
に

過
ぎ
な
か
っ
た
。

昨
年
一
一
月
、
ア
メ
リ
カ
海
軍
は
、
日
本
政
府
の
「
思
い
や
り
予
算
」
で
は
な
く
、
自
ら
の

予
算
を
投
入
し
て
、
一
二
号
バ
ー
ス
の
裏
山
を
切
り
崩
す
工
事
を
は
じ
め
た
。
原
子
力
空
母
に

必
要
な
純
水
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
用
地
を
確
保
す
る
た
め
に
、
山
を
削
ろ
う
と
い
う
の
だ
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
法
な
ど
日
本
の
法
令
の
手
続
き
を
回
避
す
る
た
め
の
強
硬
手
段
で
あ
る
。

こ
れ
と
平
行
し
て
、
一
二
号
バ
ー
ス
の
反
対
側
に
出
来
た
一
三
号
バ
ー
ス
に
燃
料
給
油
の
配
管

な
ど
を
設
置
し
た
。
三
月
に
は
い
る
と
山
を
削
っ
た
跡
の
地
面
を
掘
る
工
事
が
始
ま
っ
た
。
純

水
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
基
礎
工
事
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
浚
渫
工
事
の
入
札
が
行
わ
れ
、
浚
渫
環

境
監
視
業
務
（
二
〇
〇
七
年
三
月
二
九
日
〜
二
〇
〇
八
年
七
月
三
一
日
）
は
設
計
を
担
当
し
た

日
本
工
営
神
奈
川
事
業
所
が
二
〇
七
九
万
円
で
落
札
、
浚
渫
工
事
本
体
（
工
期

二
〇
〇
七
年

三
月
二
八
日
〜
二
〇
〇
八
年
五
月
三
一
日
）
は
、
五
栄
土
木
・
ヤ
マ
ト
工
業
建
設
共
同
企
業
体

が
二
八
億
二
四
五
〇
万
円
で
落
札
し
た
。

三
月
三
一
日
に
は
、
横
須
賀
海
軍
工
廠
の
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
き
た
艤
装
浮
き
桟
橋

―

一
〇
〜
一
一
号
バ
ー
ス
が
撤
去
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
、
原
子
力
空
母
の
修
理
を
す
る
た
め
の
台

船

―
フ
ラ
ッ
ト
な
甲
板
だ
け
の
作
業
用
の
小
船
。
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
工
事
用
車
輌
な
ど
を
載

せ
て
、
移
動
し
て
作
業
を
行
う

―
専
用
の
桟
橋
に
改
造
す
る
た
め
で
あ
る
。
四
月
に
は
一
三

号
バ
ー
ス
直
近
の
海
底
へ
の
杭
打
ち
工
事
が
始
ま
っ
た
。
五
月
に
は
一
〇
〜
一
一
号
バ
ー
ス
跡

に
杭
打
ち
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
。
五
月
下
旬
、
純
水
製
造
プ
ラ
ン
ト
の
鉄
骨
の
骨
組
み
が
出
来

上
が
っ
た
。
停
泊
中
原
子
炉
を
停
止
す
る
原
子
力
空
母
に
電
気
を
供
給
す
る
ガ
ス
発
電
所
を
建

設
す
る
た
め
の
ガ
ス
配
管
工
事
も
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。
一
方
、
四
〇
億
円
も
の
「
思
い

や
り
予
算
」
を
投
入
し
た
い
く
つ
か
の
艦
船
部
品
塗
装
工
場
も
完
成
し
、
電
子
部
品
製
造
工
場

も
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
原
子
力
空
母
の
拠
点
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
住
民
投
票
条
例
が
市

議
会
で
否
決
さ
れ
た
あ
と
、
四
月
六
日
に
横
須
賀
市
を
相
手
取
っ
て
横
浜
地
裁
に
国
と
の
水
域

占
用
協
議
に
応
じ
る
な
と
の
裁
判
を
提
訴
し
た
。
市
は
応
じ
て
し
ま
っ
た
が
、
裁
判
は
現
在
も

継
続
中
で
あ
る
。

七
月
に
は
横
浜
地
裁
横
須
賀
支
部
に
、
今
度
は
国
を
相
手
取
っ
て
、
浚
渫
工
事
は
危
険
だ
か

ら
止
め
ろ
、
と
い
う
裁
判
を
起
こ
す
べ
く
原
告
を
募
集
し
て
い
る
。
横
須
賀
軍
港
を
中
心
に
半

径
一
六
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
居
住
し
て
い
る
人
な
ら
ば
誰
で
も
原
告
に
な
れ
る
。
一
六
五
キ
ロ

と
い
う
距
離
は
原
子
力
資
料
情
報
室
が
、
横
須
賀
で
原
子
力
艦
船
が
事
故
を
起
こ
し
た
場
合
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
五
〇
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
と
い
う
一
年
間
で
こ
れ
以
上
浴
び
て
は
な
ら

な
い
被
爆
量
が
想
定
さ
れ
る
地
域
で
あ
る
。
神
奈
川
、
東
京
、
千
葉
は
も
ち
ろ
ん
、
関
東
全
域
、

静
岡
県
の
東
部
、
山
梨
県
の
南
部
の
人
た
ち
く
ら
い
ま
で
、
原
告
に
な
る
権
利
が
あ
る
。

一
二
号
バ
ー
ス
周
辺
の
水
域
は
、
旧
日
本
海
軍
の
時
代
か
ら
の
も
の
も
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な

重
金
属
で
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
延
長
工
事
が
は
じ
ま
っ
た
二
〇
〇
〇
年
に
崩
落
事
故
を
起
こ
し
、

汚
染
物
質
が
撒
き
散
ら
さ
れ
た
た
め
に
、
重
金
属
汚
染
が
原
因
と
思
わ
れ
る
背
骨
の
曲
が
っ
た

魚
が
多
数
確
認
さ
れ
た
。
今
回
の
浚
渫
工
事
は
対
象
水
域
が
六
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と
、
一
二

号
バ
ー
ス
の
時
よ
り
も
は
る
か
に
広
い
。
海
底
に
、
あ
る
い
は
海
底
の
岩
盤
に
蓄
積
さ
れ
た
汚

染
物
質
が
撒
き
散
ら
さ
れ
る
可
能
性
は
高
い
。
こ
の
裁
判
は
損
害
賠
償
請
求
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
浚
渫
工
事
差
し
止
め
を
求
め
る
裁
判
で
あ
る
。
ぜ
ひ
、
原
告
に
。
ま
た
、「
進
め
る
会
」

の
会
員
に
な
っ
て
裁
判
を
支
え
て
欲
し
い
。
申
込
用
紙
は
「
原
子
力
空
母
の
横
須
賀
母
港
問
題

を
考
え
る
市
民
の
会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（

（
に
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
。

七
月
一
日
（
日
）「
ス
ト
ッ
プ
原
子
力
空
母
母
港
裁
判
」
を
進
め
る
会
設
立
集
会

午
後
五
時
〜

場
所
　
「
ベ
ル
ク
横
須
賀
」
会
議
室
（
京
浜
急
行
・
横
須
賀
中
央
駅
下
車
、
徒
歩
５
分
）

（
き
も
と
・
し
げ
お
／
す
べ
て
の
基
地
に
Ｎ
Ｏ
！
を
　
フ
ァ
イ
ト
神
奈
川
）
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視
点
・
論
点

②

浚　
渫　
工　
事　
開　
始　
迫　
る　
！　
ス　
ト　
ッ　
プ　
原　
子　
力　
空　
母　
母　
港　
裁　
判　
に　
支　
援　
を　

木
元
茂
夫




